
 
 
 
報道関係各位 

2025 年 2 月 27 日 
5 団体防犯建物部品普及促進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 団体防犯建物部品普及促進協議会（（一社）板硝子協会、日本ウインドウ・フィルム工業会、（一社）

日本サッシ協会、 （一社）日本シヤッター・ドア協会、日本ロック工業会）は、各種建物部品の防犯性

能の評価方法とその運用に関する検討・普及啓発に努めています。 

この度、一戸建て住宅の購入者（20 代～60 代の男女 400 名）を対象に、「戸建て住宅における防犯

意識調査」を実施しましたので調査結果を発表します。本調査から、住まいの購入時における防犯に関

する意識や実際に住宅に住んだ後の防犯に関する対策をどのように考えているか等が明らかになりま

した。 

■調査結果サマリー 

 住宅購入時の住まいづくりの際に、防犯対策を考えなかった人は 44％、考えた人は 56％ 

 防犯対策を考えなかった理由の 1 位は「防犯知識の不足」、2 位は「予算の不足」 

 防犯対策を考えた人の 1 位は「普段から防犯意識が高い」、一方「住宅会社からの提案」は僅か 15％ 

 昨今の防犯事情に関するニュースを見て、防犯対策を対応した・対応したいと考えている人は 85％ 

 住まいづくりの際の防犯対策で専門家からのアドバイスを受けたい人は 67％ 

■調査概要 

調査期間：2024 年 12 月 18 日～12 月 21 日 

調査方法：インターネット調査 

調査対象：一戸建て住宅を実際に購入した、もしくは購入時に住宅の仕様を検討した人 

調査人数：全国の 20 代～60 代の男女、445 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“防犯対策”を一戸建て購入時に「考えなかった人」は 44％、購入後に「対策

をした／したい」と考えている人は 85%。「戸建て住宅における防犯意識調

査」を実施。 

～昨今の強盗事件等の増加から、住宅防犯意識は高まっている傾向。一方で、購入時に「住宅関連事業

者からの防犯対策提案があった」のは、15%に留まり事業者からの情報提供の必要性も明らかに～。 
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「戸建て住宅における防犯意識調査」の主な結果 

■住宅購入時に、防犯対策を考えなかった人は 4４％、考えた人は 56％の構成 

一戸建て住宅を実際に購入した、もしくは購入時に住宅の仕様を検討した人を対象に、「防犯対策への
考慮」について尋ねた結果、「まったく考えていなかった」9.9％、「あまり考えいなかった」34.1％と
「防犯対策を考えなかった人」は合計 44％となりました。一方、「多少考えていた」41.8％、「十分に
考えていた」14.2％と「防犯対策を考えた人」は合計 56％であり、防犯に関心がない人が約半数であ
るということが判明しました。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防犯対策を考えなかった理由の 1 位は「防犯意識の不足」 

住宅購入時の住まいづくりの際に防犯対策を考えなかった約半数の人の理由として、1 位は「防犯意識
が不足していた」、2 位が「地域の治安が良好だと思っていた」となり、購入当時住宅侵入犯罪が社会的
課題としての認知が低く、住宅における防犯対策が購入時の選択要素として低かったことが考えられま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■防犯対策を考えた人の理由の 1 位は「普段から防犯意識が高い」こと。また、防犯対策
提案の少なさも判明。 

防犯対策を考えていた理由の 1 位は、「普段から防犯意識が高い」続いて「社会的事件が多く不安に思
った」と住宅侵入犯罪について普段から意識、不安に思っているこがわかりました。 
一方、対策を考えた人で「住宅会社から提案があった」という回答は僅か 15％程度となり、住宅関連事
業者からの防犯対策提案の低さも判明しました。 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住宅侵入犯罪ニュースを見て、防犯対策を対応した、対応したいと考えている人は85％。 
防犯対策として、1 位は「防犯カメラの設置」が 64％、続いて「玄関・窓まわりの強化」

といった開口部の侵入対策が注目されている。 

昨今の防犯事情に関するニュースを見て、「既に防犯対策を対応した人、対応したい人」は、住宅侵入
犯罪の多さから 85％もいることが判明しました。住宅購入時には、約半数程度の人しか防犯意識をも
っていないかったことと比較し、現在の闇バイト強盗事件等の増加より住宅の防犯対策を行いたいと考
えていることがわかります。 
 住まいの防犯対策として人気なものは、「防犯カメラの設置」が 64％あり、さらに、2 位に「玄関ま
わりの強化（鍵の強化等）」48％、続いて「窓まわりの強化（面格子や防犯ガラス等）」43％となってお
り、住宅開口部における侵入対策が続いています。昨今の TV でのニュースや新聞記事により、住まい
の防犯対策の重要性が取り上げられていることから、過去になかった防犯カメラの設置や開口部の侵入
対策の認知が進んでいることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■住まいの防犯対策で専門家からのアドバイスを受けたい人は 67％  

これから住まいの防犯対策を講じる際、専門家からのアドバイスや提案が必要だと感じますか？の問
いにたいして、「そう思う」は 67％と、専門家からのアドバイスが必要と考えている人は多数いること
が判明しました。 
 現在、戸建て住宅のリフォームにおいては、健康・快適や省エネという観点から断熱リフォームが政
府の補助金もあり活況の状況となっています。今後はさらに安心・安全・防犯という観点から防犯リフ
ォームに関する各種情報について住宅関連事業者よりエンドユーザーに届ける必要があると考えられ
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「防犯性能の高い建物部品」（CP マーク）について 

 住まいの防犯対策として、「防犯性能の高い建物部品」（CP マーク）の認定を受けた商品が開口

部商品としてラインナップされています。侵入行為に対してある一定の基準以上を試験でクリアし

た商品に認定がされ、製品に CP マークが貼り付けられています。 

＜CP マークについて＞  https://x.gd/cjJWj  ＜関連動画＞ https://x.gd/PGex2 

 

 

 

5 団体防犯建物部品普及促進協議会は、警察庁、国土交通省、経済産業省と官民を横断した「防犯性能

の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議」を設置し、各種建物部品の防犯性能の評価方法と

その運用に関する検討を行い、現在１７品目に及ぶ種類の「防犯性能の高い建物部品」（CP マーク）の

認定とともに普及促進に努めています。 

 毎年 5 月 13 日を安全・安心「防犯の日」と定め、広く皆様への普及促進を図ることで侵入窃盗の撲

滅という社会要請に尽力しています。 

■5 団体防犯建物部品普及促進協議会 

（一社）板硝子協会／日本ウインドウ・フィルム工業会／（一社）日本サッシ協会 

（一社）日本シヤッター・ドア協会／日本ロック工業会              

https://www.bouhan-cp.jp/ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 一般社団法人 日本サッシ協会 

担当：山本   電話:070-5460-9421／mail:yamamoto@jsma.or.jp   
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